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明
治
十
六
年
、
中
城
殿
内
の
奉
公
人
で
あ
っ
た

当
間
区
の
比
嘉
喜
保
さ
ん
が
、
首
里
の
綾
門
大
綱

（
ア
イ
ジ
ョ
ー
ウ
ー
ン
ナ
）
を
習
っ
て
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
当
間
の
綱
引
き
が
、
旧
暦

の
七
月
十
六
日
、
当
間
公
民
館
前
で
行
わ
れ
た
。�

　
午
後
五
時
、
山
田
殿
で
祈
願
祭
を
行
っ
た
後
、

「
和
氣
」
、
「
清
風
」
の
一
番
旗
の
旗
頭
を
も
っ

て
道
ジ
ュ
ネ
ー
を
し
な
が
ら
公
民
館
に
集
ま
っ
た
。�

　
午
後
八
時
、
ガ
ー
エ
ー
が
最
高
に
盛
り
上
が
っ

た
こ
ろ
、
上
組
、
下
組
が
歩
み
寄
り
、
綱
を
持
っ

た
ま
ま
貫
木
棒
が
貫
か
れ
綱
が
引
か
れ
た
。�
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「『
平
和
』
と
い
う
言
葉
を�

    

お
土
産
に
持
っ
て
帰
り
な
さ
い
ね
」�



　
「
ぐ
す
ー
よ
ー
今
日
う
が
な
び
ら
」

知
名
ヨ
シ
子
副
会
長
の
言
葉
で
、
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。�

　
比
嘉
秀
夫
会
長
は
「
今
年
も
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
の
三
大
運
動
に
力
を
入
れ

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
の
後
、
平
成
十
三

年
度
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
等
を
表
彰

し
ま
し
た
。�

　
引
き
続
き
レ
ク
大
会
が
行
わ
れ
、
真

栄
城
千
代
子
レ
ク
部
長
は
「
若
衆
、
若

乙
女
を
見
て
く
だ
さ
い
。
は
り
き
っ
て

頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
、
古
典
部
の
「
か

ぎ
や
で
風
」
に
よ
り
幕
を
開
け
ま
し
た
。�
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す
べ
て
の
県
民
が
「
Ｉ
Ｔ
」
に
十

分
対
応
で
き
る
よ
う
県
及
び
市
町
村

で
は
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。�

　
中
城
村
に
お
い
て
も
、
七
月
二
三

日
か
ら
開
始
さ
れ
十
二
月
八
日
ま
で

三
十
五
講
座
七
〇
〇
名
が
無
料
で
受

講
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。�

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
の
利
用

な
ど
の
技
能
を
十
二
時
間
程
度
で
行

っ
て
い
ま
す
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活
力
あ
る
婦
人
と
し
て
豊
か
な
教
養
を

身
に
付
け
、
家
庭
生
活
と
社
会
生
活
の
向

上
に
役
立
て
よ
う
と
、
八
月
一
日
か
ら
十

五
日
ま
で
婦
人
学
級
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。�

　
開
級
式
で
は
、
学
習
テ
ー
マ
を
事
前
に

知
り
、
課
題
を
も
っ
て
参
加
す
る
こ
と
や
、

学
習
し
た
こ
と
を
地
域
や
家
庭
教
育
に
活

か
す
こ
と
な
ど
学
級
生
と
し
て
の
心
得
が

確
認
さ
れ
た
。�

　
初
日
の
講
座
「
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
作
り
」
は

家
庭
の
台
所
を
あ
ず
か
る
こ
と
の
多
い
婦

人
な
ら
で
は
の
テ
ー
マ
で
、
約
七
十
名
が

参
加
し
た
。
喜
屋
武
千
枝
会
長
は
「
環
境

面
に
お
い
て
、
よ
り
住
み
よ
い
村
に
な
れ

ば
」
と
話
し
た
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お
年
よ
り
と
の
ふ
れ
あ
う
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
子
供
と
老
人

が
集
い
、
手
工
芸
や
玩
具
作
り
を
通
し

て
ふ
れ
あ
い
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を

図
ろ
う
と
平
成
十
三
年
度
の
「
子
供
と

老
人
の
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
が
八
月
二

十
四
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、
世
界
遺
産
「
中
城
城
跡
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で

行
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ま
し
た
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ふ
れ
あ
い
の
集
い
に
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村
内
の
小

学
生
約
七
〇
人
が
参
加
。
老
人
ク
ラ
ブ

の
方
々
と
ソ
テ
ツ
の
葉
を
使
っ
た
虫
か

ご
や
風
車
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
ぐ
す
く
案
内
人
の
比
嘉
英
信

さ
ん
、
百
名
一
子
さ
ん
の
説
明
に
よ
る

中
城
城
跡
の
見
学
も
し
ま
し
た
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少
年
野
球
の
中
城
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

が
、
第
四
回
ゆ
ん
た
ん
ざ
杯
と
第

一
回
中
城
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
城
・
西

原
・
北
中
城
）
五
年
生
以
下
の
大

会
で
優
勝
。
二
本
の
優
勝
旗
を
手

に
村
長
へ
報
告
し
ま
し
た
。�

　
新
垣
村
長
は
「
体
と
心
を
鍛
え
、

積
極
的
に
行
動
し
今
度
は
沖
縄
一

を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」
と
選
手

達
を
激
励
し
た
。�

　
比
嘉
健
一
監
督
は
「
子
供
達
は

力
は
あ
る
が
発
揮
で
き
な
か
っ
た
。

来
年
は
九
州
大
会
出
場
を
目
指
し

頑
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ま
す
」
と
意
気
込
ん
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る
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